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研究成果の概要（和文）：本研究では、MRI装置を用いて健常者とパーキンソン病患者 (PD)を対象に、他者から
の社会的評価、特に褒めにおける価値表象プロセスの背景にある神経基盤を神経学的異常の観点から検討した。
行動データの解析からは、他者から褒められる際の主観的な心地よさにおいて健常者群とPD群の間に有意な差は
認められなかった。脳画像データの解析からは、他者から褒められた際に惹起される心地よさの処理に眼窩前頭
皮質や後頭葉皮質が関わっていることが示された。

研究成果の概要（英文）：The present study used magnetic resonance imaging (MRI) to investigate the 
neural mechanism of pleasant emotion induced by social reputation. Result of behavioral data showed 
no significant difference between the healthy group and PD group in pleasantness rating. Result of 
imaging data showed that the orbitofrontal cortex and occipital cortex specially contributed to the 
processing of positive reputation.

研究分野：認知神経科学

キーワード： 脳神経疾患　脳画像法　リハビリテーション　パーキンソン病
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１．研究開始当初の背景 

近年、神経科学研究の発展に伴い、様々

な学際領域研究が精力的に進められている。

最近では、認知神経科学や神経経済学にお

いて、様々な対象に対する主観的な心地よ

さの処理に関わる神経機構が検討されてい

る。これまでの機能的磁気共鳴画像法 

(functional magnetic resonance imaging: 

fMRI)を用いた研究からは、この価値表象

プ ロ セ ス に 腹 内 側 前 頭 前 皮 質 

(ventromedial prefrontal cortex: VMPFC)や腹

側線条体、後部帯状回が中心的な役割を果

たしていることが報告されている。この価

値表象プロセスの役割は非常に重要で、金

銭や他者の顔までその対象は多岐にわたり、

日々の購買行動から配偶者選択まで広範な

意志決定にも関わっていることが明らかに

されている。 

	 対人交流において、他者から褒められる

といった社会的評価に対して、その心地よ

さの情報を脳内で表象することは他者との

社会生活を円滑に進めていく上で重要なプ

ロセスの一つである。先行研究において、

他者から褒められた際の主観的心地よさの

処理に腹内側前頭前野が関与することが報

告されている。さらに我々が行った研究に

おいて、他者が同姓か異性かによって腹内

側前頭前野の活動パターンが異なることも

明らかにしている（Kawasaki et al., 2016, 

Neuroscience Research）。 

	 感情や意欲に関わるとされている神経伝

達物質の一つであるドーパミンは腹内側前

頭前野の機能に重要な役割を果たすとされ

ており、加齢により減少することやドーパ

ミン受容体が変容することが知られている。

このことから、他者からの社会的評価に対

する心地よさの処理が加齢に伴い変化する

ことが想定される。一方、線条体のドーパ

ミンが枯渇し、主な投射先である前頭葉へ

の経路が障害される疾患にパーキンソン病

（Parkinson’s Disease: PD）がある。近年、

PD 患者の社会的認知機能低下が腹内側前

頭前野の障害と関連するとの報告があるも

のの、対人交流における社会的認知機能の

神経機構については未解明な点が多い。他

者からの社会的評価に対する価値付けは、

社会認知の中でも特に対人コミュニケーシ

ョンにおいて重要不可欠なプロセスである

にも関わらず、PD 患者など脳損傷患者に

おける検討は非常に少ない。高齢者におけ

る生理学的変化と、PD 患者における神経

学的変化を相補的に検討することで、他者

からの社会的評価に対する価値表象プロセ

スというヒトの社会的生存に不可欠な機能

の背景にある神経メカニズムを包括的に明

らかにすることができる。 

 

２．研究の目的 

本研究の目的は、高齢者における生理学

的変化と、PD 患者における神経学的変化

を様々な脳画像法を用いて相補的に検討す

ることで他者からの社会的評価に対する主

観的心地よさの情報処理の背景にある神経

メカニズムを包括的に明らかにすることで

ある。 

 

３．研究の方法 

本研究では健常者 20名 (女性 8名、平均

年齢 66.9±5.5、教育歴 12.9±1.8年)と明ら

かな認知症のない PD 患者 25 名 (女性 12



名、平均年齢 66.3±4.7歳、教育歴 14.0±2.4

年)を対象とした。本研究では全被験者に対

し、他者からの社会的評価による主観的な

心地良さについての評定課題と MRI 

(Magnetic resonance imaging)画像、各種神経

心理学検査を実施した。他者からの社会的

評価による主観的な心地よさについての評

定課題の概要は以下のとおりである。 

被験者は男性もしくは女性の顔と、ポジ

ティブもしくはネガティブなコメントがラ

ンダムに組み合わされた刺激を呈示された。

実験刺激は 1枚ずつ呈示され、被験者はそ

れぞれのコメントに対してどれくらい心地

よいと感じるか 6段階評定を行った。ベー

スライン条件にはボタン押しの方法を指示

する中性的なコメントを用いた。ベースラ

イン条件の刺激が呈示された際には、指示

された指でボタンを押すよう求められた。 

	 脳画像データに関して、本実験では MRI

装置を用いて健常高齢者、PD 患者それぞ

れの脳構造画像データ（3D-T1）を取得し

比較検討した。価値表象の行動学的・神経

学的変容が、関連脳領域のどのような形態

上の問題に由来しているか、VBM 法 

(Voxel-Based Morphometry)を用いて脳萎縮

領域について検討した。	

	

４．研究成果	

	 行動データに関して、評定課題で他者か

ら褒められる条件（褒め条件）の課題成績

では健常高齢者と PD 患者間に有意な差は

認められなかった。 

	 脳画像データの解析では、まず健常者に

比して、PD 患者で萎縮する脳領域を同定

した。ここでは広範な脳領域の萎縮を認め

た。次に PD 患者群において褒め条件に対

する心地よさの評定が高い群と低い群での

群間比較を行った。その結果、褒め条件に

おける心地よさの評定が高い群に比して低

い群では眼窩前頭皮質と後頭葉皮質の萎縮

が認められた (図１)。 

	 このことから、他者からの褒めに対する

心地よさの処理の背景にある形態学上の基

盤として、特に眼窩前頭皮質が関与してい

ることが示唆された。 

	 なお、当初予定していた疾患群の被験者

数には達していないことや脳の機能的側面

からの検討は行えていない。今後も追加の

解析、データ取得を行う予定であり、得ら

れた成果を学術集会、学術論文等で報告す

る。	

	

	

	

	

	

	

	

	

図１ .  PD患者を対象に、褒め条件
に対する心地良さの評定が高い群

と低い群での群間比較で認められ

た眼窩前頭皮質領域 
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